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第５回チャレンジカップ京都大会感染症対策要項 
 

令和４年４月５日 

 

１ 全体について 

 ○ 無観客で開催します。体育館へ入場可能な者は、コーチ・大会役員等のパラ・パ

ワーリフティング連盟関係者（以下「コーチ・大会役員等」という。）、選手、配信

業者、設営業者、記者、その他大会関係者（京都府等）のみとし、選手の家族等の

入場は禁止とします。 

   館内においては、選手ほか競技関係者とそれ以外の者で、入場可能なエリアを区

分します。 

 

 ○ 密を避けるため、送迎車両を利用される方はその出発時間を厳守し、自家用車等

を利用される方は不必要に長時間館内にとどまらないようにしてください。 

 

 ○ 館内のゴミ箱は使用禁止とします。期間中に出たゴミは、基本的に全て持ち帰っ

て処分してください。 

 

 ○ 大会開催前（概ね２週間程度）に陽性又は濃厚接触となった方は、事前に連盟理

事長または医学委員長に相談してください。 

 

 

 

２ 検査 

 ○ 体育館内に入場する者は、原則、自宅を出発する前に抗原検査を実施することと

し、検査の結果、陰性が確認された者のみが入場可能とします。なお、検査結果に

ついては、入場前の受付において確認しますので、各自で写真を撮影していただき、

受付時に提示するようお願いします。 

 

 ○ 選手、コーチ・大会役員等のうち、令和４年４月１日時点で２回目の接種から６

ヶ月以上が経過しており、かつ、３回目のワクチン接種を完了していない方につい

ては、抗原検査の他、試合当日の３～４日前にＰＣＲ検査を実施してください（ワ

クチンを一度も接種されていない方も同様）。 

 

 ○ 抗原検査の結果、明確に陰性と御自分で判断できない場合等、相談が必要な場合

には、連盟理事長又は医学委員長に相談してください。 

 

 ○ 抗原検査の実施に係る対応、対象となる検査に係るフローチャートについては別

紙のとおり。 
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３ 各部屋の利用等 

 ○ 各部屋の用途は、別に定める「館内図」に記載のとおりとします。  

 

 ○ 待機・休憩される時は、選手は研修室または多目的ホールを使用してください。

なお、食事の際は必ず黙食とし、斜めの位置に座る、壁を向くなど他の方と向かい

合うことの無いよう徹底してください。ゴミは各自で持ち帰っていただき、使用さ

れたテーブル等は各自で消毒してください。 

 

 

 

４ 試技 

 ○ 選手、関係者いずれも、できるだけ大きな声を出さないようにしてください。記

者等エリアから観戦・取材している方も同様です。 

 

 ○ 試技の都度、機器及び周辺の資機材を消毒してください。 

 

 ○ 試技・アップ中も含め、常にマスクを着用してください。原則としてマスクを外

すのは食事の時だけとし、食事の際は黙食を徹底してください。 

 

 

５ 昼食 

○ 食事の際は必ず黙食とし、斜めの位置に座る、壁を向くなど他の方と向かい合う

ことの無いよう徹底してください。ゴミは各自で持ち帰っていただき、使用された

テーブル等は各自で消毒してください。【再掲】 

 

 ○ 食事のゴミも、必ず各自で持ち帰るようにしてください。関係者等の仕出し弁当、

容器等のゴミは、指定場所に回収してください。 

 

 

６ ゾーニング 

○ 館内の競技エリア、アップ場、選手・役員控室に入場可能な者は、選手、大会役

員、運営関係者のみとします。記者、その他関係者については、館内のメディアエ

リア及び御手洗いのみ入場可能とし、御手洗いへの入場時には会場受付スタッフに

声をかけていただき、スタッフの指示に従って行動してください。 

 

○ 午前のセッションの参加選手と午後のセッションの参加選手が入れ替わるタイミ

ングにおいては、館内にパーテーション等を仮設し、それぞれの選手の接触を極力

回避できるよう動線を制限します。当日は、運営スタッフの指示に従って行動して

いただき、特に必要と認められる場合を除き、パーテーション等を超えて移動しな

いようにしてください。 
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７ 取材 

 ○ 競技中の動画、写真撮影は、指定のエリアでのみ可とします。 

 

 ○ 選手へのインタビューは、指定の時間・場所で実施します。詳細は、別途案内し

ます。 

 

 ○ 取材可能時間帯を超える滞在は認められません。 

 

 ○ 事前に申込許可を得ていないメディア・記者等の入場は不可とします。 

 

 ○ 取材当日は、原則、自宅等を出発する前に、主催者または共催者が配布する検査

キットにより抗原検査を実施することとし、検査の結果、陰性が確認された者のみ

が入場可能とします。なお、検査結果については、入場前の受付において確認しま

すので、各自で写真を撮影していただき、受付時に提示するようお願いします。 

 

○ 会場への入場前に、入口前の受付において所定の手続を行ってください。受付に

先立ち、検温や体調チェック等を行います。 

 

 ○ 取材後に発熱（37.5度以上）等の症状がみられた場合は、取材申込の連絡先に報

告してください。関係者間で、対応を協議します。 

 

 ○ その他、運営スタッフの指示に従って行動してください。 

 


